
平成18年度第４回幹事会報告

平成19年１月25日

於：大阪労災病院

[出席者］

幹事（井上智奈美、神山貴子、寺淫裕子、増田

徹、松井美抄枝、松尾知香）

オブザーバー（山室興知子）

事務局長（林伴子）

[各部からの報告事項］

■事務局（総務・会計）

１．会員異動

入退会なし

２．入会問い合わせ

済生会千里病院

３．図書館ネットワーク

第91回日本医学図書館協会近畿地区例会

(06/１１/29北野病院）にオブザーバーとして林

氏が出席。事務局のあり方や運営の仕方につい

て話し合った。

ライフサイエンス系図書館団体代表者会議

(06/１２/07東京慈恵会医科大学）に会長名代と

して山室氏が出席。「国立ライフサイエンス情

報センター（仮称）推進準備委員会」の経過報

告と今後の方向性と協力内容についての意見交

換が行われた。

４．お知らせ

平成18年度著作権セミナー(07/3/27-28大阪）

の開催案内を受領。研修部発信の配布物に同封

して会員へ周知し、参加を呼びかける。

５．業務委託

検討中。

■研修部

１．研修会開催予定

･第１１３回研修会

日時：2007年３月23日

場所：コープ・イン・京都（会場変更）

－４５－
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内容：事例・研究報告会

■会誌編集部

１．会議など

１１月11日（土）に第４回編集会議を藍野大学

中央図書館にて開催。出席者は、井上・寺濯・

増田・松尾・若杉の各氏。

第５回編集会議は2007年１月27日（土）に藍

野大学中央図書館にて開催予定。

２．会誌編集の進行状況

２６巻２号は10月31日に発行。

２６巻３号は2007年２月上旬に発行予定。

２６巻４号は初校まち。

２７巻１号は原稿依頼済み。

３．２７巻の特集予定

。ｌ号デジタル図書館

電子ジャーナルデータベースの紹介。

・２号総会・事例研究発表会

・３号Re-library

本の補修、製本、ブックコーティング、ナカ

バヤシ見学ツアーなど本の再生に関すること。

・４号コメデイカル部門を知る其の二

前回（25巻４号）取り上げなかったコメデイ

カル部門の紹介。

４．執筆料の改定

第３回幹事会で提案された研修会講師の謝礼

改定案に連動し、編集部からも原稿執筆料の改

定案を提出した。

５．別冊「What'ｓＥＢＭ?」

中山先生の「What，ｓＥＢＭ?」が刊行され、

26巻２号に同封し会員へ送付。編集部からの謝

礼として50部を中山先生へ進呈。

会誌の交換・寄贈を行っている団体に送付の

際、書評依頼を同封する。書評依頼書の作成は

若杉氏から林事務局長に依頼する。

宣伝活動としてホームページ担当の佐藤氏へ

広告文書を送り掲載を依頼。

6．書店への販売委託

業務負担の減少と会員外への販売拡大を目的

に書店へ業務委託したい。過去に委託したこと
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があり、その際には２割支払っていた。アゴラ

ブックセンターへ２割で委託希望。

■統計調査部

１．作業状況

125機関のうち賛助会員を除く123機関へ依頼

し、2007年１月25日現在71機関から回答を得て

いる（58％)。未提出の会員は早急に提出を依

頼。

2006年10月１７日123機関へ発送。

2006年11月１６日回答数は60機関。

2006年12月19日未提出の38機関へメールで

提出依頼（１月15日締切)。

2007年１月１８日未提出の25機関へハガキを

送付（１月末締切)。

２．今後の予定

2007年１月25日未提出機関へ電話で提出を

依頼。

2007年２月６日未提出機関へ電話にて第２

回目の提出依頼。

2007年２月から集計を始め、３月の総会にて

報告予定。

■ウェブワーキンググループ

１．作業予定

サイト内の全面変更。

レンタルサーバ会社の選定。

■目録サポートチーム

１．会議など

電子メールによる活発な意見交換の後、２００７

年１月20日に第１回目の部会を開催｡出席者は、

山室・西村（京都南）・春日井（豊橋）・神山

(京都桂）・林（社神病）の各氏。

２．目録Web版問い合わせ窓口の変更

画面上に問い合わせフォームを作成。メール

の宛先を株式会社サンメディアの大西氏から豊

橋市民病院の春日井氏に変更。

３．ロゴマークの挿入

ホーム画面に挿入。

－４６－

ロゴマークデザインは総会時に会員に投票し

てもらう。デザイン案は、従来のものに加え、

総会までに会員に募集。

４．その他の項目

上記の変更に加え、運用中に発生した不具合

(お知らせ棚の強調・申込先の状態を確認・デー

タ変換上の不具合など）を修正するための見積

書（63,000円）を提出。また、CD-ROMから

Ｗｅｂへの移行時には無料対応だったNACSIS

方式へのデータ変更分からもれた分の修正を依

頼する費用が40,000円追加で必要。

保守契約は2007年９月まで。新規データの入

力と２年に１度所蔵のない書誌を削除すること

は保守契約に含まれている。

中村氏が2006年12月末にて辞任を要望。

[協讃・決定事項］

１．役員会

2007年２月中旬に役員会を開催予定。次期会

長候補については、現会長へ推薦を依頼。

２．研修会講師料の改定

研修会講師料については第３回幹事会で提案

したが、今回若干の修正を加え決定し、次年度

研修会より適用することにした（金額などにつ

いては上限範囲内で講演内容や講演時間を考慮

し研修部で調整可)。

３．会誌の原稿執筆料の改定

依頼原稿の執筆料は、編集部から改定案を審

議し、承認した。

４．ナカバヤシ見学ツアー

ナカバヤシ見学ツアーの企画は研修部に引き

継ぐ。会誌27巻３号の発刊に間に合うよう７月

ごろに実施予定。

５．「What，ｓＥＢＭ?」の謝礼

事務局より謝金を中山先生へ贈る。

６．会誌の書店への委託販売

幹事会にて了承。会誌のバックナンバーや別

冊の販売をアゴラブックセンターへ委託。

７．ホームページ掲載内容

目録サポートチームからの要望により目録



Web版の使い方説明のページを掲載予定。

Letturaは、更新の手間と目録Web版の稼動

やユーザーが限定きれていることなどを考慮

し、削除。

8．目録Web版の追加修正費用

－４７－
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一部見積書が未提出のため、見積書をとり、

詳細を明らかにすることを条件に承認。

９．目録サポートチームメンバーの解任

中村氏の辞任を幹事会にて了承。
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